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＊「SOC」（東日本大震災被災文化財復旧支援事業、Save Our Culture)は、東日本大震災で被災した文化財の復旧支援活動の一環として、被災地域主導での復旧活動を広く国内外に支援を訴えるキャンペーンです。
　文化財保護・芸術研究助成財団とワールド・モニュメント財団が連携し、文化庁の協力を得て実施されています。

被災後

再建中

風待ち修復協力金のお願い
ーあと1棟「千田家住宅」の資金がまだまだ足りませんー

ぜひこの歴史的建造物の保存・活用の社会的意義をご理解いただき、
さらなるご支援をいただけますよう、なにとぞ、よろしくお願いいたします。

【お振込み】
七十七銀行 気仙沼支店
普通預金5497477

一般社団法人 気仙沼風待ち復興検討会

問い合わせ先
一般社団法人　気仙沼風待ち復興検討会

気仙沼市教育委員会生涯学習課　0226-22-3442

文化庁「地域文化財総合活用推進事業]

令和2年10月31日（土）～11月30日（月）

＊店舗により開催期間が異なります。裏面でご確認ください。
＊期間後も展示を続ける店舗があります。各店舗へお問い合わせください。

　昭和大火後の酒店です。魚町の屋号通りに面し、歴
史的町並みを形成していました。三階建ての古典様式
調の洋風建築です。沖の漁船から目立つパラペットの
装飾と「男山」の屋号が印象的です。創業は 1912 年。
創業時に京都八幡市にある岩清水八幡宮の宮司から
「伏見男山」の名前をいただいたそうです。
　震災の津波で、一、二階が破損し、三階だけがだる
ま落としのように瓦礫の上に残されました。その様子
は、震災の象徴として多くのメディアにも取り上げら
れたようです。SOC 基金により、応急的にもとの位置
に戻し、養生しました。部材は丁寧に解体し、 保管し
ました。
　令和2 年7 月15 日に、ついに店舗が開店しました。 

　主屋は昭和大火の後に建てられました。附属する石
蔵と土蔵は大火を乗り越えた建物です。角地に建ち、
交差点に対して大きくカーブを描いた壁面が特徴です。
2階には丸窓が付き、さらに煙突のような出窓が2階から
3階パラペット上まで延び、船のイメージを漂わせてい
ます。角地を意識したデザイン、船のモチーフは、昭
和初期の近代建築によくみられたものです。建物を建
てたのは「冨貞商店」といい、大正から昭和にかけて
建設資材問屋を営んでいたそうです。戦前に千田家が
所有し、縄やロープの製造販売、タクシー業などを営み、
近年はテナントに利用されていました。屋号は「胆沢屋」。
　震災で津波が２階まで浸水し内外に大きな被害を受
けました。SOC 基金等により応急修理を施した後、再
建に向けた実測調査が完了し、設計に向けて検討中です。

　昭和大火後の酒店です。魚町の屋号通りに面し、
歴史的町並みを形成していました。伝統的な塗り家
造りとなっています。この家も敷地が平行四辺形と
不整形なのですが、海側に正面を向けるため、瓦や
腕木に角度をつけています。創業は明治38年。創業
時、折壁室根神社に清酒を枡に入れて献上したとこ
ろ、明けの明星が御神鏡にうつり、その光が献上の
酒に丸やかに輝き、屋号を角星と決めたそうです。
銘柄は、陸中、陸前２つの国に亘る酒というところ
から、「両國」としたそうです。
　震災で一階部分が流され、二階も敷地の奥に流さ
れました。SOC基金により、応急的に元の位置に曵
き家して戻し、一度解体してから平成28年11月に再
建しました。

　 昭和大火後の米店兼住宅です。町家のようですが、
表に銅板を貼り装飾的な造りにしています。実はこ
の家の敷地は扇形。敷地にあわせてとても凝った造
りになっています。創業は明治中期。大正・昭和の
大火に遭遇しましたが、引き続きこの地で米穀商を
営んでいました。初代が結婚記念で購入したという
精工舎製（現 SEIKO）の柱時計は被災後、一度市内の
河原田の店舗に移され、再建後は魚町に戻って時を
刻んでいるそうです。屋号は「ヤマゴ」。
　震災では一階部分が津波で大きくさらわれました。
SOC 基金等により応急の補強工事が行われ、平成 30
年4月に再建しました。

小野健商店土蔵・修復完了

角星店舗・平成28年5月再建 男山本店店舗・令和2年7月完成 千田家住宅

武山米店店舗・平成30年4月再建 三事堂ささ木店舗・修復完了
　昭和大火後の土蔵です。伝統的な土蔵建築で、海
鼠壁や鏝絵などの凝った造りがみられます。現在地
での創業は大正５年。魚問屋、マグロ船の経営、仲
買をしていました。明治時代は魚町にあったといい
ます。屋号はマルヤマコで、先々代の小野寺健之助
さんの頭文字をいただき店名にしたといいます。
　震災では外壁がはがれ、装飾が破損するなどの大
きな被害を受けました。SOC基金により、応急の壁
工事が行われました。平成29年6月に修復が完了し
ました。

　大正期の陶器店兼住宅、土蔵です。数少ない昭和
大火前の建物になります。土蔵と洋風建築を並べた
和洋折衷のデザインが特徴です。創業は明治 41 年。
商売の創業は先々代の佐々木三治（事）さんです。
山に「ニ」でヤマニの屋号は、さらに上を目指す意で、
三治さんの「三」を山に見立て、その中に「ニ」を
入れて、掛けてあるとのことです。
　震災で外部の海鼠壁や内部に被害を受けました。
　平成29年6月に修復が完了しました。
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文化財会場：角星店舗・武山米店店舗・三事堂ささ木・
　　　　　　小野健商店土蔵・男山本店店舗
協力建物：島田呉服店・十人十色ライフサービス株式会社・大鍋屋旅館



◆三事堂ささ木店舗・修復完了
季節の陶器や小物など、お手頃価格から、
こだわりの一品まで販売・展示しています。

◆男山本店客座敷・平成30年12月再建
酒造施設の敷地内にある庭園付きの
和風の建物です。

◆武山米店店舗・平成30年4月再建
手作りおこわの販売、蔵には
「炊飯器ミュージアム」など、
美味しいものや見所がたくさんあります。

◆男山本店店舗・令和2年7月再建
山側に酒造工場を持つ酒屋さんです。
一階で日本酒などを販売しており、
三階では風待ち地区の歴史などの展示を行う予定です。

◆角星店舗・平成28年5月再建
日本酒などの販売と、立ち飲みバー、
二階には風待ち地区や角星店舗の歴史などの展示があります。

◆小野健商店土蔵・修復完了
魚問屋さんならではの、漁業の歴史紹介や、
昔の道具などを展示しています。
（随時開放、期間限定展示もあり）

◆千田家住宅・再建中
実測調査を終え設計中です。
将来的に風待ち地区の活動拠点となる
「風待ちステーション」を目指しています。

風待ち地区（拡大範囲）風待ち地区（拡大範囲）

←◆旧平野本店店舗及び住宅
藍染め工房に活用されています。
（風待ち地区から徒歩約15分）

東京駅 → 一ノ関駅（新幹線で約2時間30分）  
一ノ関駅 → 気仙沼駅（大船渡線で約1時間25分）

（まち・ひと交流施設
「ウマレル」向い）

市営駐車場

…昭和初期の建物（被災し滅失した建物もあります）
…風待ち研究会が調査した建物（気仙沼風待ち復興検討会の前身）
…被災し滅失した建物

大鍋屋本館
島田呉服店

十人十色ライフサービス
株式会社

気仙沼出身の日本画家、本田鼎雪（1910～1982）
は、焼津をはじめ、全国で活動し、数々の美術展で
入選しました。鰹などの水産物や、静物、風景など
様々な題材を扱った絵があります。

直近17作品と東北を舞台にした11作品、脚本家・安達
奈緒子氏の作品、みんなの「わくわく」特集コーナーと
盛りだくさんの内容。来春の朝ドラに思いをめぐらそう！

この夏に再建された男山本店店舗。
被災後、いったん丁寧に解体して部材を保管し、
もとの部材を可能な限り活かして工事を行いまし
た。ダイナミックな工事の様子や、建物の見どころ
のパネル展示です。

七福神や昔話のヒーローなど、どこか懐かしく、あたたかい雰囲気の
人形たちが迎えてくれます。
あなただけの「守り神」を探してみませんか？

風待ち まちなか美術館

◆武山米店店舗

開　　館：10：00～16：00（最終入館15：30）
会　　場：武山米店　2階 
お問合せ：武山米店（0226-22-0266）

◆三事堂ささ木

約140冊の
朝ドラ関連本が集結！

再建された重厚な土蔵の中で
貴重な展示品を堪能!!

開　　館：9:00～17:00（最終入館16:30）   ※不定休
会　　場：三事堂ささ木  ・ぎゃらりー玄
お問合せ：三事堂ささ木（0226-22-0054）

開　　館：9：00～16：00（最終入館15：30）
　　　　  ※火曜日休館
会　　場：男山本店 ３階ギャラリー
お問合せ：男山本店（0226-24-8088）

開　　館：13：00～16：00（最終入館15：30）  ※土・日曜日休館
会　　場：小野健商店土蔵 ※事務所受付必要　
お問合せ：小野健商店（0226-22-3134）

◆島田呉服店『四季の手ぬぐい展』　四季の風景や干支を描いた、絵画のような手ぬぐいの数々です。
◆十人十色ライフサービス『仕事部屋の装飾展』　事務所の雰囲気を明るく・楽しくする品々をお見せします。
◆大鍋屋本館『旅館の逸品展』　屏風や落合直文コレクションなど、美術館にもひけを取らない展示です。

協力建物展示一覧

早見表

10月31日（土）～11月  30日（月）
10月31日（土）～11月  14日（土）
11月2日（月）～11月  30日（月）
11月2日（月）～11月  30日（月）
10月31日（土）～11月  30日（月）
10月31日（土）～11月  15日（日）

9：00～17:00  （最終入館16:30）
10：00～16：00  （最終入館15：30）
9：00～16：00  （最終入館15：30）
13：00～16：00（最終入館15：30）
9：00～17:00  （最終入館16:30）
9：00～17:00  （最終入館16:30）

不定休
なし
土・日曜
土・日曜
火曜
火曜

10月31日（土）～11月  30日（月） 10：00～16:00  （最終入館15:30） 水・日曜

10月31日（土）～11月  30日（月） 9：00～17:00  （最終入館16:30） なし

三事堂ささ木
武山米店店舗
角星店舗
小野健商店土蔵
男山本店店舗
島田呉服店
十人十色ライフ
サービス株式会社
大鍋屋本館

開催時間開催期間 休館

文化財

協力建物

潮の画人　本田鼎雪展

鼎雪さんは、すぐそばにあった本田家の二階で
絵を描いていました

被災から再建までの歩みや、昔の風待ち地区の
写真などを展示しています。

再建の歩みとともに、
懐かしい風景を展示します

角星店舗　再建の歩み展

開　　館：9：00～16：00（最終入館15：30）
　　　　  ※土・日曜日休館
会　　場：角星 ２階ギャラリー
お問合せ：角星（0226-22-0007）

連続テレビ小説「おかえりモネ」の舞台・気仙沼　

　　　　　　お楽しみ展

◆角星店舗
男山本店店舗  再建の歩み展
◆男山本店店舗

今年7月に再建！建築の見どころもご紹介します

懐かしの土人形展

◆小野健商店土蔵


